
令和３年度　大田区立大森第三中学校　自己評価　報告書
令和４年３月８日(火)

○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 コメント
４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：８０％以上が回答した。
２：６０％以上が回答した。
１：６０％未満であった。
４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：８０％以上が回答した。
２：６０％以上が回答した。
１：６０％未満であった。
４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：８０％以上が回答した。
２：６０％以上が回答した。
１：６０％未満であった。
４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：８０％以上が回答した。
２：６０％以上が回答した。
１：６０％未満であった。
４：全教員が行った。
３：８０％以上の教員が行った。
２：６０％以上の教員が行った。
１：６０％未満であった。
４：対象となる全学級（全教員）で行った。
３：８０％以上で行った。
２：６０％以上で行った。
１：６０％未満であった。
４:学期に２～３回知らせた。
３：学期毎に知らせた。
２：年度間に１回は知らせた。
１：お知らせできなかった。
４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。
２：６０％以上の教員が働きかけた。
１：６０％以下の教員が働きかけた。
４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：８０％以上が回答した。
２：６０％以上が回答した。
１：６０％未満であった。
４：家庭学習を大切にしている生徒の割合が８０％以上。

３：家庭学習を大切にしている生徒の割合が６０％以上。

２：家庭学習を大切にしている生徒の割合が４０％以上。

１：家庭学習を大切にしている生徒の割合が４０％未満。

４：全教員が行った。
３：８０％以上の教員が行った。
２：６０％以上の教員が行った。
１：６０％未満であった。
４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。
３：学期に１回（年間３回）以上行った。
２：年度間に1回以上行った。
１：実施しなかった。
４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。
３：８０％以上の教員が回答した。
２：６０％以上の教員が回答した。
１：６０％未満であった。
４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。
３：８０％以上の教員が回答した。
２：６０％以上の教員が回答した。
１：６０％未満であった。
４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対応し
た。
３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織的な対応をしなかっ
た。

４：不登校生徒の学校復帰率が６０％以上。
３：不登校生徒の学校復帰率が４０％以上。
２：不登校生徒の学校復帰率が２０％以上。
１：不登校生徒の学校復帰率が２０％未満。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：８０％以上が回答した。
２：６０％以上が回答した。
１：６０％未満であった。
４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。
３：学期に１回（年間３回）以上行った。
２：年度間に1回以上行った。
１：実施しなかった。
４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：８０％以上が回答した。
２：６０％以上が回答した。
１：６０％未満であった。
４：月1回以上行った。
３：学期に2～3回行った。
２：学期1回以上行った。
１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：のべ参加生徒数が４９５人以上であった。

３:のべ参加生徒数が４００人以上４９５人未満であった。

２：のべ参加生徒数が３００人以上４００人未満であった。

１：のべ参加生徒数が３００人未満であった。

目標に対する成果指標

コミュニケー
ション能力、情
報活用能力、
ともに生きる
力等、これか
らの社会の変
化にしなやか
に対応する子
どもの力と自
信を身に付け
ます。

外国語教育指導員を効果的に活用し、
外国の方々とのコミュニケーション能力
の育成等を図っている。

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指
し、ＩＣＴ機器を活用した授業を実施す
る。

他者の人権を尊重する人権教育の推
進を目指し、人権教育資料等を活用し
た授業を実施する。

論理的、科学的な思考力の育成を目
指し、「おおたのものづくり」を生かした
体験活動や理数授業等を実施する。

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計画
を作成し、計画に基づいた体育指導や「一校一
取組」運動や「一学級一実践」運動を実践す
る。

取組内容

スポーツに親しむ
心の育成や、運
動習慣の定着に
よる体力の向上
など、生涯にわ
たって健康増進
を図る意識の向
上をめざします。

学校いじめ防止基本方針に沿って、い
じめの未然防止、早期発見等のための
取組を実施する。

不登校出現の未然防止を図るとともに、不
登校問題に係る取組を実施し不登校傾向
を示す生徒の学校復帰率を伸ばす。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を送
るために、教
員の指導力向
上と良質な教
育環境をつくり
ます。

各種研究発表会等の研究・研修
の成果を、自身の授業改善に生
かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生か
し、主任教諭が助言・支援を行う校内
研修等を実施しOJTを充実させる。

問題行動・不登校問題等にかかわる児
童・生徒に関するケース会議等を実施
する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

授業公開日の授業評価を、そ
の後の授業改善に生かす。

体育的行事、部活動、休み時間な
ど様々な機会を通して運動習慣の
確立を推進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談
し、一人ひとりの学習のつまずきや
学習方法について、指導する。

算数・数学到達度をステップ学習
チェックシートで児童・生徒、保護者
に知らせる。

学習指導講師等による算数・
数学・英語の補習を実施す
る。

授業改善推進プランを、授業
に生かす。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

基礎基本的な学習内容を確実に定着
させるため、精選した課題を与えて家
庭学習時間の増加を促す。

目標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）
の結果よりストレス症状のみられる児
童・生徒に対して組織的に対応する。

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子

供
の
育
成

大項目

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、自
他の生命を尊
重する心を育
成するなど、
未来への希望
に満ちた豊か
な心をはぐくみ
ます。

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上

と
健
康
の
増
進

地域教育連絡協議会において、児童・生徒の
変容等の具体的な資料を作成して、評価に必
要な学校の情報を適切に提供し、適正な評価
を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基本
情報、児童・生徒の活動情報等をホームページ
等で公開及び更新することにより、積極的に情
報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体

と
な
っ

て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・地
域が担う役割な
どを明確にし、
地域に開かれ
た教育の実現
を目指します。
また、相互の連
携を深め、子ど
もを育てる仕組
みを作ります。

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環

境
づ
く
り

生徒がJRCだけでなく様々なボラ
ンティア活動に参加するよう促
す。

学校支援地域本部と連携するなどし
て、地域力を生かした特色ある教育活
動を実践する。

校内委員会等を確実に実施し、学
校における特別支援教育を推進す
る。

給食指導及び教科等における指導
を通して、食生活の充実・改善をね
らいとした「食育」を推進する。

取組
評価
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４：Hyper・Q-Uで「勉強や運動
等で友人から認められている
と思う。」での肯定的な回答が
80％以上

１：Hyper・Q-Uで「勉強や運動
等で友人から認められている
と思う。」での肯定的な回答が
40％未満

3

4

4

4

4

4

目標に対する成果指標 成果
評価

これまでの取組及び
今後の改善策

学校関係者記入欄

4

4

4

4

4

4

４：生徒への学校教育活動
点検アンケートの設問の回
答がそれぞれ80％以上。

３：生徒への学校教育活動
点検アンケートの設問の回
答がそれぞれ60％以上。

２：生徒への学校教育活動
点検アンケートの設問の回
答がそれぞれ60％未満

・中央五丁目公園でのポランティア活動は、会の皆さんからとても
感謝されています。ホームページで学校の様子をこまめに発信し
ていただき、ありがとうございます。コミュニティスクールの本格実
施に期待しますが、学校運営協議会の構成員が地域教育連絡協
議会より減る分、多様な視点からの意見を把握する手法の併用も
お願いします。
・コロナ禍のため、三中生徒最大の長所であるボランティア活動が
できないことが残念です。それに代わる何か皆で話し合ってサ
ポートできるようにしていきたい。
・今後、コミュニティスクールが本導入されると思いますが、地域の
人材をうまく使える仕組みを整えられていくとよいと思います。
・学校支援地域本部、スクールサポート三中の活動は、大変すば
らしく、校内消毒作業を週３回生徒、先生の安全、安心のため頑
張ってくたさい。
・土曜補習授業とても良いです。スクールサポート三中の支援で続
けていただきたいです。
・コミュニティスクールとして、学校と保護者と地域の連携と協働が
スムーズに進むことを願っています。
・学校とスクールサポート三中とが緊密な協力体制をとり、授業で
必要なお手伝いができる地域の人材の紹介など今後も連携を深
めていければよいと思います。
・配布物のメール配信と回答のメール化を推進してほしい。
・２年生の地域防災訓練を参観したが、一つ一つの作業で「どうし
たら早くトイレが組み立てられるか」「車椅子の押し方は」と生徒同
士が意見交換していて、授業の場以外でも考える活動をしている
姿が印象的であった。地域の方と協働して出来たらもっとよいと
思った。

Ａ

Ｂ

Ｃ

10

3

１：生徒への学校教育活動
点検アンケートの設問の回
答がそれぞれ40％未満

・学力については、小学校との連携を図りながら
適切な方向を検討してください。
・よりいっそうの生徒の基礎力と思考力アップに
むけた学習指導を期待しています。
・タブレットの活用で、定期考査の過去問も配信
など検討してみてはどうか、配信範囲を検討する
こともどうか。
・学習効果測定の上昇している所が評価できる。
・学校や家庭において基礎基本的な学習面の学
力が定着していくような取組みを期待していま
す。
・授業はとてもわかりやすく、先生方は色々工夫
しながら学力向上に努めていると思います。
・学習カルテは日々の子どもの姿勢がわかり、良
いと思う。今後も継続した取組みを期待している。
担任の先生以外に教科の先生のコメントがうれし
いです。
・例えば配布物を週単位でリスト化する等、保護
者へ状況を可視化することもよいのではないかと
思いました。
・配布物が家庭に届いていることの認識が、生徒
と保護者で差があるのは気になりますね。大事な
配布物の場合は、メール連絡網も活用して確実
に保護者に伝わるようお願いします。学力の定着
のため、個々の生徒に合わせた指導の工夫を引
き続きお願いします。
・HＹＰＥＲ・Q-Uの結果が良いのは嬉しいですね。
令和４年度からWEBQUに移行するとのことで、よ
り一層役立てていただきたいです。一方、不登校
生徒について、個々の状況に応じたサポートを、
引き続きお願いします。
・不登校生徒が昨年より少し増加とあるが、自宅
学習やリモート授業など今までとは違った勉強の
しかたでとまどいもあるかと思います。特別支援
員の活用などで取り組んでいってほしい。
・学校は支援委員会など定期的に行い、生徒一
人一人に寄りそい適切な対応をしていると思いま
す。
・高い自尊感情をもつことは周囲と良好な関係を
育み、他者を尊重するうえで、とても大切なことと
思っています。
・コロナ禍での生活が２年間続き、生徒のメンタル
への悪影響が心配です。区の諸機関からのサ
ポートを受けて改善されていくとよいと思います。
・不登校生徒出現率が増加しているが、取組みに
ついては評価できる。
・不登校生徒の減少にむけて、支援委員会を実
施して、早期に対応して学校復帰にむけてしっか
りと取組みができていると思います。
・不登校の増加が気になる。生徒一人一人の理
由が違う中、先生方が、それぞれに対応している
話も子どもから聞き、感謝している。

・運動会は、今年度、全校生徒が一同に会したのが唯一の学
校行事であったとのこと。コロナ禍の中、運動会がもつ全学
年が一丸となれるチームビルディングの役割に期待します。
一方で、勝利至上主義なるとことで、運動が苦手な生徒が疎
外感を抱かないようにする配慮もお願いします。
・毎年の運動会、コロナ禍においても創意工夫がされ、生徒
たちの優しい心遣いに感動しております。
・コロナ禍の中、運動会はよいタイミングで実施され保護者向
けオンライン配信もよかったです。
・とびきりの笑顔でフル種目を楽しんでいた運動会が忘れら
れません。
・運動会の実施、とてもよかったです。
・コロナ対策ガイドラインの範囲ではありましたが、運動会が
できてよかった。保護者に向けてユーチューブでライブ配信
ができてよかったです。
・体を動かす機会の少ない生徒は体育の授業が体を動かす
数少ない機会となるので、体を動かしたくなる工夫を期待して
いる。
・朝食をとらない生徒が多数見受けられます。生活習慣の改
善を強化することを望みます。

・生徒全員が前向きに授業に取り組んでいると思
います。土曜補習教室も皆勤賞の生徒がいるよ
うで、積極的に参加する姿が見られています。
・常々思うのが、先生方が工夫して分かりやすい
授業をしても、受け取る側の気持ちがうすいと効
果が出づらいので、家庭の問題も大きいと思う。
・落ち着いた雰囲気で生徒は授業を受け、質問も
適切に発していたと思います。
・今年度、本校は幸い修学旅行や移動教室を予
定通り実施でき、生徒たちが宿泊行事を通して成
長する機会を得ることができました。中止になっ
ていた場合の代替企画の工夫など引き続き、柔
軟な対応への備えもお願いします。
・土曜補習教室では真剣に学習に取り組む生徒
や皆勤出席の生徒がおり、うれしく思いました。
・土曜補習教室の実施、とてもありがたいです。
もっと増やしてほしいです。

Ｄ

３：Hyper・Q-Uで「勉強や運動
等で友人から認められている
と思う。」での肯定的な回答が
60％以上

２：Hyper・Q-Uで「勉強や運動
等で友人から認められている
と思う。」での肯定的な回答が
60％未満

４：保護者へのアンケートの設問
「保護者会、学年通信等で学校の
様子がよくわかる。」での肯定的
な回答が90％以上

３：保護者へのアンケートの設問
「保護者会、学年通信等で学校の
様子がよくわかる。」での肯定的
な回答が60％以上

２：保護者へのアンケートの設問
「保護者会、学年通信等で学校の
様子がよくわかる。」での肯定的
な回答が60％未満

１：保護者へのアンケートの設問
「保護者会、学年通信等で学校の
様子がよくわかる。」での肯定的
な回答が40％未満

Ａ

未来社会を創造的に生きる子どもの育成にむけて、外
国語教育指導員やＩＣＴの活用、人権教育の推進の取
組では高い評価になっている。日ごろの教員の指導と
計画的な教育活動の成果と考えられる。ＩＣＴ活用に関
しては、すべての教員が授業で電子黒板や実物投影、
タブレットなどの機材を活用して授業展開をしている。
生徒にとっても視覚的に理解できるようになった。授業
の活用スタイルは定着して使いこなせている。タブレッ
トが有線となり生徒用タブレットの導入に対して、経営
支援部を中心として対処することができた。生徒用タブ
レットが配備されオンライン授業やアーカイブの資料の
提示など、教育活動において活用することができた。ま
た、学びポケットの活用などにも取り組めた。今後は生
徒用タブレットの使用のきまりについて、生徒会などと
も働き掛けて使い方について検討していくなど課題で
ある。道徳の授業は計画的に実践された。道徳の時間
を中心として人権教育を学年で計画的に進行させるこ
とができている。道徳地区公開講座も実施し、誠実な
生き方や自己と他者の尊重について考える機会を公
開することができた。ただ感染症対策で参観を制限し
た中での実施となり、意見交換が今後の課題である。
体力テストについては生徒の肯定的評価が向上してお
り、引き続き健康な体作りを推進していく。ＡＬＴを活用
した授業や休み時間に行う英語カフェを設定し外国の
方とのコミュニケーション能力の育成を図り、自己の考
えを発表する機会を工夫しながら可能な場面で実施し
た。体力面では授業が年間通して実施できた。感染症
対策は引き続き講じながら、今後もよりコミュニケーショ
ンをとりながら、問題解決の場面を設定した授業を実
施していく必要がある。

HＹＰＥＲ・Q-Uで「勉強や運動等で友人から認
められていると思う。」での肯定的な回答が
60％以上である。２、３年は４ポイント、１年は
９．４ポイント上回った。Q-U調査とともに学校
生活調査を分析して学級学年の指導に反映す
ることによって、各学年自尊感情を高める結果
を得ることができた。そして、教育相談の機会を
充実させる取り組みを通して諸問題を抱える生
徒への個別の支援を行った。「学校の決まりを
守っている」との質問に肯定的な回答をした生
徒は８３％、学校は落ち着いた雰囲気で生活で
きるとの質問に肯定的な回答をした生徒は６
６．８％と昨年度より減少している。今後、落ち
着いた学校生活を成り立たせるよう集団の雰
囲気づくりと生活の質の向上を目指して取組み
を継続していく。
不登校生徒（欠席数３０日以上）出現率は３．
９％で昨年度比＋１．７％と増加した。都と比較
すると出現率は、都は４．９％であり本校は下
回っている。しかしコロナ禍も加わり、家庭環境
など生徒を取り巻く状況の不安定さが増してい
る状況を反映したものとなっている。それぞれ
の状況に応じて登校できる日数が増えたかどう
かを指標と定めた学校復帰率も１５％程度と
なった。支援委員会での共通理解を推進して学
年体制で組織的に対応する。また、別室や対
応登校時間を柔軟に対応したり、特別支援員
の活用などを図るなど今後も取り組んでいく。
また、日ごろの教育活動において、教育的予防
に重点をおき、学校組織全体で不登校傾向を
示す生徒への早期対応と相談体制の充実を図
る。

三者面談時に学習カルテを活用して、
学習カウンセリングを実施した。継続し
た取組みで生徒に定着してきている。
区学習効果測定や教科評定及び数学
チェックシート等を資料として生徒に教
師から、個に応じたアドバイスが継続し
て行えている。生徒への「宿題や提出
物を必ず出し、忘れ物をしない」では８
８％できていると回答がある。しかし、
保護者の回答は７２％と生徒と隔たり
がある。また、配布物を保護者に渡し
ているとの回答は生徒と保護者で２
０％と大きく乖離していることが課題で
ある。
学習効果測定の全校平均正答率は前
年度より１．６％上昇し６４．２％となり、
今年度の目標である６０％を上回った。
しかし、教科や観点などは区の平均を
下回っているので、今後、基礎基本の
定着に向けた指導と思考力を育成する
学習指導に力を入れて、授業改善を図
る取組みを継続して、生徒の学力の向
上を推進する。

・1人１台タブレット端末を活用した授業へのリモート参加
が標準装備となり、感染が不安な場合、コロナ陽性や濃
厚接触で登校できない場合でも、授業参加できるように
なったのは大きいですね。ＩＣＴ活用のさらなる技術向上
に期待します。一方で、使用時間の管理やネットリテラ
シーなども身につけられるような指導をお願いします。
・コロナ禍、数少ない授業参観で、タブレットを活用した授
業に先生も生徒も真剣に取り組んでいる様子に驚いた。
また、どのクラスも私語もなく落ち着いて学習に取り組ん
でいる。
・ＩＣＴ活用が先生の負担にならなければ積極的に活用し
てほしい。
興味が・視覚的な理解を深める電子黒板、タブレットなど
の活用はよい取組みです。また、オンライン授業の成果
や感想も知りたいです。英語カフェにもとても興味があり
ます。
・試験的ながらＷｅｂ配信での学校行事の一覧は一定の
評価があったのでは。無音については改善を要する。
・タブレットを活用した授業をもっともつと増やしていって
ほしい。
・外国語教育指導員やＩＣＴの活用、電子黒板やタブレッ
トを使用しての授業にど生徒は視覚的に理解できるので
今後も授業に活用してほしいと思います。人権教育は大
切な事なので、今後も学ぶ機会を増やしていただきたい
です。
・授業公開を拝見した際、多くの授業で電子黒板やプロ
ジェクターが効果的に使われていたのが印象的でした。

Ｄ
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１：生徒アンケートの設問「わかりやす
い授業が多く満足している」及び「補習
教室・英語カフェ等授業以外の学習環
境が整えられている」で肯定的な回答
がともに40％未満

Ａ

B
4

10

◆教育目標　　社会の一員としてたくましく生き抜く人間性豊かな生徒の育成をめざし、以下の目標を掲げる。
　　　　　　　　○人権尊重の精神と態度を育てる。　○豊かな情操と健全な心身を育てる。　○自主性を伸ばし創造性を育てる。　○自ら進んで学ぶ態度を育てる
◆学校規模　　生徒数５０５名、学級数１５学級
◆本校特色 〇地域行事・ボランティア活動参加（新井宿福祉園運動交流会、ガーデンパーティ、日赤フェスタ、ユニバーサル駅伝伴走、新井宿児童館親子デー、自治会連合運動会、山王三・四丁目
　　　　　　　　　　自治会子どもまつり・防災祭、入二小フェスタなど）
　　　　　　　  〇生徒会や各種委員会を中心とした生徒主体の活動（生徒会朝礼、ＳＮＳ学校ルール策定、いじめ撲滅運動、学校行事や学年行事での実行委員会組織による企画・運営など）
                〇スクールサポート三中（学校支援地域本部）を中心とした学校・地域協働体制による充実した教育活動の展開（図書室ボランティア、職業講話講師、職場体験受入先、土曜補習教室講
　　　　　　　　　　師、部活動支援、英語検定、漢字検定試験監督、ガーデニング）

１：学習に積極的に取り組めてい
る生徒の割合と学習効果測定の
校内平均正答率が区内平均正答
率を上回っている割合がそれぞ
れ40％未満

２：学習に積極的に取り組めてい
る生徒の割合と学習効果測定の
校内平均正答率が区内平均正答
率を上回っている割合がそれぞ
れ60％未満

３：学習に積極的に取り組めてい
る生徒の割合と学習効果測定の
校内平均正答率が区内平均正答
率を上回っている割合がそれぞ
れ60％以上

４：学習に積極的に取り組めてい
る生徒の割合と学習効果測定の
校内平均正答率が区内平均正答
率を上回っている割合がそれぞ
れ80％以上

4

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

４：生徒アンケートの設問「継続的な運
動を通して基礎体力が向上した」で肯
定的な回答が80％以上

３：生徒アンケートの設問「継続的な運
動を通して基礎体力が向上した」で肯
定的な回答が60％以上

２：生徒アンケートの設問「継続的な運
動を通して基礎体力が向上した」で肯
定的な回答が60％未満

１：生徒アンケートの設問「継続的な運
動を通して基礎体力が向上した」で肯
定的な回答が40％未満

生徒の８３％が「運動やスポーツを通して体
を動かすことは楽しいと思う」と肯定的に回
答した。昨年度より3ポイント程度増加してい
る。授業以外でも、運動会など教員全体が
関わる機会があり、全校的な体育的指導に
つながっている。また、保健体育科が実施し
ている体育的活動についても、教員間で共
通理解を図ることなどで、全体の課題として
いくことが大切である。感染症対策を実施し
て、年間計画通りに、運動会を５月に実施で
き、生徒にとっては運動の大切さを認識する
機会とすることができた。今後も基本的生活
習慣の定着・促進とともに、補強トレーニン
グや一校一取組に全教員が関わることを通
してさらなる健康・体力向上を図る。

今年度、コミュニティスクールを試行し、学校運営
協議会を立ち上げ、学校についての内容について
公開し、状況の共有を図ることができた。学校支援
地域本部と緊密な協力体制を構築し、今年度も年
間を通して放課後に２名および土曜日５名の学習
指導講師を手配し、個の習熟の程度に応じた手厚
い補習教室を実施することができ、土曜補習教室
へののべ参加生徒数は年間６回中４回目までで、
１２８名程度である。今年度はコロナ禍によりボラン
ティア活動は実施できなかったが、毎週１回の公園
ボランティアはＪＲＣ部を中心として実施することが
できた。２学年での職場訪問活動や各学年の職業
講話など地域の人材を紹介していただくなど、地域
力を生かした教育環境整備を図るとともに、ＰＴＡや
地域教育連絡協議会・学校支援地域本部との連
携をさらに深めていく。
「学校は教育活動の様子をよく伝えている。」と肯
定的回答をした保護者は８6％と昨年度から７ポイ
ント減少となった。しかし、「学校からの配布物等が
保護者にわたっている。」への肯定的回答は昨年
度比－８％となり、配布物に対する生徒への指導
が必要な結果となった。家庭の意識変革を啓発す
るために、今後も生徒指導やＩＣＴ活用を通して学
校からの情報が確実に家庭に届く方策を行ってい
く。

「わかりやすい授業が多く満足している」と肯
定的回答した生徒は、８２％となった。昨年
度より９ポイントダウンしているが、昨年度は
コロナ禍での休校もあり、一昨年と比較する
と１ポイントダウンと年間通して授業を行った
検証としては変化ない推移である。今後も生
徒の学力向上を重要課題ととらえ、区学習
効果測定及び国・都の学力調査の結果を分
析し、各教科の年間指導計画と授業改善に
取り組む。学習習慣の定着と学び方を身に
つけることを通して基礎学力の定着を図り、
思考力を育成する授業での発問等の指導
の焦点化をもとにした授業改善をどの教科
でも取り組む。また、評価評定基準を、新し
い学習指導要領実施に向け主体的、対話
的、深い学びを目指した評価となるよう、見
直し改善をすすめていく。
学習環境の満足度８４％、土曜補習教室へ
の参加生徒数も毎回３０名程の参加があっ
た。今後も個に応じた学習環境が提供でき
るよう努めていく。

４：生徒アンケートの設問「わかりやす
い授業が多く満足している」及び「補習
教室・英語カフェ等授業以外の学習環
境が整えられている」で肯定的な回答
がともに80％以上。

３：生徒アンケートの設問「わかりやす
い授業が多く満足している」及び「補習
教室・英語カフェ等授業以外の学習環
境が整えられている」で肯定的な回答
がともに60％以上

２：生徒アンケートの設問「わかりやす
い授業が多く満足している」及び「補習
教室・英語カフェ等授業以外の学習環
境が整えられている」で肯定的な回答
がともに60％未満

10

Ａ

B

Ｃ

Ｄ

9

1


